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米国 

１ 農・畜産業の概況

 米国経済における農業の位置付けは、他産業の発展

に伴い低下傾向にあるが、２０１７年のＧＤＰに占め

る農業生産の割合は４.５％（前年比０.１ポイント減）

と、前年並みとなった。 

 ２０１７年の農業経営体数（農畜産物の年間販売額

１０００米ドル以上）は、前年比０.６％減の２０４万

戸、農用地面積は同０.３％減の９億３７万エーカー（３

億６４３７万ヘクタール）となった。１経営体当たり

の農用地面積は、同０.５％増の４４１エーカー 

（１７８ヘクタール）であった。なお、年間１０万米

ドル以上の農畜産物販売実績のある経営体は全体の 

１８.５％で、全農用地面積の６９.８％を占めた。 

 ２０１７年の農畜産物販売額（現金収入。自家消費

分を除く）は、３７０４億米ドルと前年を３.３％上回

った（図１）。 

 部門別に見ると、作物部門は同０.５％減の１９４９

億米ドルとなった。このうち、生産量の約４割が家畜

飼料に仕向けられるトウモロコシは、４５６億米ドル

（作物部門に占める割合は２３.４％）と最大を占めた。

次いで、大豆が３８５億米ドル（同１９.８％）、果物

が３０６億米ドル（同１５.７％）、野菜が２０５億米

ドル（同１０.５％）となった（図２）。 

 畜産部門は、同７.９％増の１７５６億米ドル（農畜

産物販売額に占める割合は４７.４％）となった。この

内訳を見ると、肉用牛が６６９億米ドルと畜産部門の

うち３８.１％を占めた。次いで、酪農が３７９億米ド

ル（畜産部門に占める割合は２１.６％）、鶏肉が 

３０２億米ドル（同１７.２％）、豚が２１０億米ドル

（同１２.０％）となった（図３）。 

 

 

 

図１ 農畜産物販売額（２０１７年） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：USDA「United States and State Farm Income Data」 

  

 

図２ 作物販売額（２０１７年） 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：USDA「United States and State Farm Income Data」 

  

 

 図３ 畜産物販売額（２０１７年） 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：USDA「United States and State Farm Income Data」 
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　(単位：千トン)

区分/年 2013 2014 2015 2016 2017

生乳 91,276 93,464 94,618 96,366 97,761

バター 845 842 843 834 838

脱脂粉乳 670 800 827 795 832

チーズ 5,036 5,222 5,370 5,525 5,733

２ 畜産の動向

（１）酪農・乳業 

 米国は、年間９０００万トンを超える生乳を生産す

る世界最大級の酪農国である。しかし、国内に巨大な

消費市場を抱えていることなどから、国際乳製品市場

での米国の位置付けは、さほど高いものとはなってい

ない。 
 

① 主要な政策 

 酪農の主な制度には、連邦生乳マーケティング・オ

ーダー制度（ＦＭＭＯ）、酪農マージン保護プログラム

（ＭＰＰ）、乳製品寄贈プログラム（ＤＰＤＰ）がある。 

 ＦＭＭＯは、オーダー（生乳取引地域）内で取り引

きされる生乳について､飲用向け１分類と加工向け３分

類の計４分類の用途別に分け、それぞれの最低取引価

格を設定するとともに､生乳取扱業者に対して､生産者

へのプール乳価（用途別乳価を加重平均した乳価）支

払いを義務付けている。これにより、生産者に対して

安定的な収入の確保を可能とするとともに、消費者に

対して合理的な価格で牛乳・乳製品を供給することを

目的としている。２０００年１月からは、①オーダー

数の再編統合（当初の３１地域が段階的に統合され、

２００４年４月から１０地域へ）②生乳の用途区分の

再分類（３区分から現行の４区分へ）③最低取引価格

の設定に当たり、従来の基礎公式価格（ＢＦＰ）に代

えて､多成分価格形成システムに基づく新基礎価格の導

入などの変更が加えられた。 

 ＭＰＰは、２０１４年農業法で、生乳収入損失補償

契約プログラム（ＭＩＬＣ）に代わる酪農家のセーフ

ティネットとして創設された制度である。ＭＰＰは、

補塡の指標に飼料費を加味し、乳価と飼料費の差を酪

農家の収益（マージン）とし、掛け率に応じて補償す

ることにより、再生産を確保することを目的としてい

る。 

 また、ＤＰＤＰも２０１４年農業法で創設された制

度である。ＤＰＤＰは、乳製品価格の間接的な支持を

目的に、一定の経済状況下において、米国農務省（Ｕ

ＳＤＡ）による乳製品の買い上げを実施するとともに、

購買した乳製品を寄贈したり、政府のプログラムで使

用するよう設計されている。 
 

② 生乳の生産動向 

ア 飼養頭数 

 乳用経産牛飼養頭数は、１９８０年代中ごろから一

貫して減少傾向で推移してきたが、１９９９年に下げ

止まった後は、小幅な増減を繰り返している。 

２０１７年の乳用経産牛飼養頭数は、前年比０.８％増

の９４０万６０００頭となった（図４）。 

 

図４ 乳用経産牛飼養頭数の推移 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：USDA「Milk Production」 

 

イ 生産量 

 ２０１７年の生乳生産量は、乳用経産牛頭数および

１頭当たり乳量の増加により、９７７６万１０００ト

ン（前年比１.４％増）とわずかに増加し、８年連続で

前年を上回った（表１）。 

 

表１ 生乳・乳製品の生産量 

 

 

 

 
 

資料：USDA「Milk Production」、「Dairy Products」 

 注：チーズはカッテージチーズを除く。 

 

ウ 経産牛１頭当たり乳量 

 経産牛 1 頭当たり乳量は、遺伝的改良などにより増
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加傾向で推移しており、２０１７年は、１万３９４キ

ログラム（前年比０.７％増）とわずかに増加した（図

５）。 

図５ 生乳生産量と１頭当たり乳量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：USDA「Milk Production」 

 

エ 地域別生産動向 

 生乳生産量の５割強は上位５州（カリフォルニア､ウ

ィスコンシン､ニューヨーク､アイダホ、テキサス）で

占められており、上位１０州（上位５州にミシガン､ペ

ンシルバニア、ミネソタ､ニューメキシコ、ワシントン

を加える）では、全体の約７割を占めている。 

 一部の州では、安価な労働力を背景とした大規模化

が進んでおり、代表的なカリフォルニア州は、 

１９９３年にウィスコンシン州を抜いて国内最大の生

乳生産州になって以降も増加基調で推移してきた。 

 カリフォルニア州については、２００９年に、前年

終盤の国際乳製品価格の暴落を受けて１７９２万トン

（前年比４.１％減）へ減少した。２０１０年から  

２０１４年までおおむね増加傾向で推移したものの、

２０１５年に干ばつの影響により減少に転じた。その

後も減少し、２０１７年は、同１.７％減の１８０５万

２０００トンとなった。一方、生乳生産量第２位のウ

ィスコンシン州は、２０１７年に１３７５万９０００

トン（同０.７％増）となった（図６）。 

図６ 主要州の生乳生産量の推移 

 

 

 

 

 

 
資料：USDA「Milk Production, Disposition and Income」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 酪農家での乳牛飼養風景 

 

③ 牛乳･乳製品の需給動向 

ア 生産動向 

 ２０１７年のチーズの生産量（カッテージチーズを

除く）は、前年比３.８％増の５７３万３０００トンと

なった（図７）。このうち、チェダーチーズを中心とす

るアメリカンタイプ（注 1）は、２３０万１０００トン（同

１.６％増）となり、モッツァレラチーズなどイタリア

ンタイプ（注 2）は、２４４万７０００トン（同１.７％増）

となった。 

 イタリアンタイプは、宅配ピザやファストフードで

の需要増により、過去２０年以上増加基調で推移して

いる。同年のチーズ生産量に占める割合は、アメリカ

ンタイプが４０.１％（前年比１.０ポイント増）、イタ

リアンタイプが４２.７％（同０.９ポイント減）とな

った。 

 また、バターの生産量は、８３万８０００トン（前

年比０.４％増）となり、脱脂粉乳の生産量は８３万 

２５００トン（同４.７％増）といずれも増加した。 

 

（注１）アメリカンタイプには、チェダー、コルビー、モントレ 

（注１）ージャックなどを含む。 

（注２）イタリアンタイプには、モッツァレラ、パルメザン、 

（注２）プロヴォローネ、リコッタ、ロマーリオなどを含む。 
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　(単位：米ドル／100ポンド)

区分/年 2013 2014 2015 2016 2017

生乳平均価格 20.10 24.00 17.10 16.30 17.70

　(単位：セント／ポンド)

区分/年 2013 2014 2015 2016 2017

バター 155.6 216.4 208.9 208.2 232.8

脱脂粉乳 170.3 171.5 90.9 83.4 85.6

チェダーチーズ 176.4 240.4 191.1 187.4 190.3

図７ チーズ生産量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：USDA「Dairy Products」 

 

イ 消費動向 

 １人当たり年間飲用乳消費量（製品ベース、以下同

じ）は、植物由来の脂肪を利用した飲料との競合など

により､近年減少傾向で推移しており、２０１７年は 

６８.０キログラム（前年比２.６％減）となった。な

お、飲用乳については、乳脂肪が必ずしも体に悪影響

を及ぼすものではないとの認識が広まっていることな

どから、低脂肪牛乳や無脂肪牛乳など低脂肪タイプの

消費量が減少する一方、全脂牛乳（いわゆる普通の牛

乳）の消費が伸びている。 

 １人当たり年間チーズ消費量（カッテージチーズを

除く）は、近年、増加傾向で推移しており、２０１７

年は１６.８キログラム（前年比１.４％増）となった。

また、１人当たり年間バター消費量は、２.６キログラ

ム（同０.１％減）となった。 
 

④ 牛乳乳製品の価格動向 

ア 生乳価格 

 ２０１７年の生乳の生産者販売価格は、国内外のチ

ーズやバターの需要増に下支えされて、１００ポンド

当たり１７.７０米ドル（前年比８.６％高）とかなり

の程度上昇したが、過去の水準には至っていない（表

２）。 

表２ 生乳の生産者販売価格 

 

 

 

 
 

資料：USDA「Agricultural Price」 

 

イ 乳製品の卸売価格 

 ２０１７年のバターの卸売価格は、国内外の需要増

に伴って１ポンド当たり２３２.８セント（同１１.８

％高）となった（表３）。また、脱脂粉乳も、同 

８５.６セント（同２.６％高）とわずかに上昇した。

さらに、チェダーチーズは、堅調な需要を背景に、 

１９０.３セント（同１.６％高）と前年を上回った。 

 

表３ 乳製品の卸売価格の推移 

 

 

 

 
 

資料：USDA「Dairy  Market  News」 

注１：バターはシカゴ・マーカンタイル取引所の現物価格（グレード AA）。 

注２：脱脂粉乳は西部のＦＯＢ価格。 

注３：チーズはシカゴ・マーカンタイル取引所の現物価格。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 小売店でのチーズの陳列風景 
 

⑤ 乳製品の政府買い上げ 

 乳製品価格支持プログラム（ＤＰＰＳＰ）は 

２０１３年９月で廃止され、代わりに乳製品寄贈プロ

グラム（ＤＰＤＰ）が創設された。２０１７年は、堅

調な輸出需要を反映して米国内の乳製品価格が堅調に

推移したことから、政府による余剰乳製品の買い上げ

は７年連続で実施されなかった。 
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（２）肉牛・牛肉産業 

 米国は、世界の牛肉生産量の２割程度を占める最大

の牛肉生産国であると同時に、世界最大の牛肉輸入国

でもある。国内的にも、肉牛産業の農産物販売額に占

める割合は最大となっており､米国農業の中で最も重要

な部門の一つである。 

 肉用子牛生産は、家族経営による生産・管理が行わ

れる一方、育成された肥育もと牛に関しては、大規模

なフィードロットで効率的な穀物肥育が行われている。

また、肉牛の流通面では、大手パッカーによる寡占化

が顕著となっている。 
 

① 肉牛の生産動向 

 牛飼養頭数は、２００６年後半以降の飼料コスト高

や２０１１年以降の干ばつなどにより、肉用牛繁殖経

営の収益性が悪化し、肉用繁殖雌牛を中心に淘汰が進

んだことから、２０１４年まで減少傾向で推移してき

たが、２０１５年は、草地の状態が改善されたことに

よる牛群再構築の進展により、２００７年以来の増加

に転じた。２０１７年は、前年比１.８％増の９３５８

万５０００頭と、３年連続で増加した（図８）｡ 

 ２０１７年の飼養頭数の内訳を見ると、肉用繁殖雌

牛は前年比３.４％増の３１２１万頭となり、５００ポ

ンド（約２２７キログラム）以上の肉用繁殖後継牛は、

６４１万９０００頭（同１.２％増）と増加した｡草地

の状態が改善されたことなどから、繁殖農家の増頭意

欲が高まったとみられている。 

 また、同年の子牛生産頭数（乳用種を含む）は、前

年比２.１％増の３５８０万８０００頭となった。 

図８ 牛飼養頭数の推移 

  

 

 

 

 

 

 
 

資料：USDA「Cattle」 

 注：各年１月１日現在。

 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真３ フィードロットの風景 

② 牛肉の需給動向 

ア 生産動向 

 ２０１７年の成牛と畜頭数は、前年比５.３％増の 

３２１８万９０００頭となった。 

 種類別では、去勢牛は同１.７％増、肉用経産牛は同

９.５％増、未経産牛は同１１.８％増、乳用経産牛は

同３.５％増といずれも増加した（図９）。 

このほか、同年の子牛と畜頭数は、同５.０％増の５１

万２０００頭となった。 

図９ 種類別成牛と畜頭数（2017年） 

 

 

資料：USDA「Livestock Slaughter」 

 一方、２０１７年の成牛のと畜時平均生体重（連邦

政府検査ベース）は、飼料穀物価格は安定してしたも

のの、食肉パッカーからの需要の増加に伴い肥育期間

が短くなったことなどから、前年比１.０％減の 

６１２.９キログラム、平均枝肉重量（連邦政府検査ベ

ース）は同１.４％減の３７０.８キログラムとなった。   

主要７州（アリゾナ、カリフォルニア、コロラド、

アイオワ、カンザス、ネブラスカ、テキサス）の肥育

もと牛導入頭数は２０５３万９０００頭（同９.０％増）、

また、肥育牛出荷頭数は１９１０万２０００頭（同 

４.８％増）となった。 
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 こうしたことから、同年の牛肉生産量（枝肉重量ベ

ース）は、前年比３.８％増の１１８７万８０００トン

となった（表４）。 

表４ 牛肉需給（枝肉換算）の推移  

 

 

資料：USDA「Livestock, Dairy, and Poultry Outlook：Table」 

 注：１人当たり消費量は小売重量ベース。 

 

イ 輸出入動向 

 ２０１７年の牛肉輸入量（枝肉重量ベース）は、前

年比０.６％減の１３５万８０００トンとなった。国別

に見ると、豪州は干ばつによる飼養環境の悪化から牛

の淘汰が進み、飼養頭数が減少したことから３１万 

５０００トン（同９.４％減）と減少した。また、ニュ

ージーランドも、同９.１％減の２５万３０００トンと

減少した。一方、カナダは、同国も繁殖雌牛飼養頭数

の減少傾向が続いていたものの、米国の牛肉需要によ

り３３万６０００トン（同３.３％増）と増加した。 

 同年の生体牛の輸入は、メキシコからが１１６万 

４０００頭（同２３.４％増）と大幅に増加した。カナ

ダからは、同国でも飼養頭数が減少していることなど

から、６４万２０００頭（前年比１６.０％減）となっ

た。全体では１８０万７０００頭（同５.８％増）と昨

年の落ち込み（同１３.９％減）から回復した結果とな

った。 

 牛肉輸出量は、２００３年１２月に米国内で初めて

ＢＳＥが発生した影響を受け、２００４年に大幅に減

少した。２００５年以降は増加傾向で推移した。その

後、牛肉生産量の落ち込みなどにより２０１５年には

１００万トン強の水準まで落ち込みを見せたが、 

２０１６年は牛肉生産量の増加に加え、輸出競合国で

ある豪州産の輸出減少により増加に転じた。２０１７

年も同傾向が継続し、前年比１１.８％増の１２９万 

７０００トンとかなり大きく増加した。国別では、最

大の輸出先である日本向けが３７万５０００トン（同

２６.０％増）、韓国向けが２１万４０００トン（同 

２.９％増）、メキシコ向けが１９万トン（同６.２％増）

と主要国のいずれも増加した（図１０）。 

 

図１０ 牛肉の輸出量と相手国の推移  

 

 

資料：USDA/ERS「Livestock and Meat Trade Data」 

 

ウ 消費動向 

１人当たり年間牛肉消費量（小売重量ベース）は、 

２０１７年は、前年比２.５％増の２５.９キログラム

となった。 

③ 肉牛・牛肉の価格動向 

ア 肥育もと牛価格 

 肥育もと牛価格（オクラホマシティー、６００～ 

６５０ポンド）は、２０１６年は、牛群再構築に伴う

保留傾向が維持されたものの、飼養頭数の増加に伴い

フィードロットへの供給余力が増したことなどから、

前年比３２.３％安と大幅に下落した。２０１７年は若

干回復し、同１ .６％高の１００ポンド当たり  

１５５.８米ドルとなった（表５）。 

 

イ 肥育牛価格 

 ２０１７年の肥育牛価格（ネブラスカ、１１００～

１３００ポンド、去勢牛、チョイス級（注））は、大幅安

となった前年（前年比１８.８％安）の反動により、同

１.０％高の１００ポンド当たり１２１.９米ドルとな

った。 

（注）肉質等級のうち、上から２番目の等級。 
 

 

 

　(単位：千トン)

区分/年 2013 2014 2015 2016 2017

生産量 11,666 11,000 10,749 11,440 11,878

輸入量 1,020 1,337 1,529 1,366 1,358

輸出量 1,174 1,167 1,028 1,160 1,297

在庫量 265 268 310 343 294

消費量 11,556 11,195 11,236 11,643 12,017

１人当たり消費量

（年間、キログラム）
25.925.6 24.524.6 25.2

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17

日本 カナダ メキシコ 韓国 その他

（千トン）

（年）

1,297千トン
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ウ 牛肉卸売価格 

 ２０１７年の卸売価格（チョイス級、６００～ 

９００ポンド、カットアウトバリュー）は、国内需要

の高まりにより前年比１.５％高の１００ポンド当たり

２０９.７米ドルとなった。 

 

エ 牛肉小売価格 

 ２０１７年の平均牛肉小売価格（チョイス級）は、

前年比０.９％安の１ポンド当たり５９０.９セントと

なった。 

表５ 生体牛と牛肉の価格の推移 

  

 

 

資料：USDA「Livestock, Dairy and Poultry Situation and Outlook：Table」 

 注：カットアウトバリューとは、各部分肉の卸売価格を１頭分の枝肉に 

   再構成した卸売指標価格。枝肉そのものではない。 

 

（３）養豚・豚肉産業 

 米国の養豚は、アイオワ州やイリノイ州を中心とす

るコーンベルト地帯で、伝統的に穀物生産や肉牛経営

の副業として営まれてきた。一方、ノースカロライナ

州やオクラホマ州でのインテグレーションの出現は、

養豚産業に対して、生産・流通などの面で大きな変化

をもたらした。また、各州で環境規制を強化する動き

がみられることから、大規模経営体による環境問題も

顕在化している。 
 

① 肉豚の生産動向 

 豚飼養頭数は、２０１０年以降はおおむね増加傾向

で推移したものの、２０１３年は豚流行性下痢（ＰＥ

Ｄ）の発生により落ち込んだ。しかし、２０１４年以

降再び増加に転じ、２０１７年は前年比３.０％増の 

７３６９万５０００頭と、１９４４年以降で最高を記

録した（図１１）｡ 

飼養頭数の内訳を見ると、繁殖豚は６１７万９０００

頭（同１.５％増）、肥育豚は６７５１万６０００頭（同

３.２％増）となった。 

図 11 繁殖豚頭数と肥育豚頭数の推移 
  

 

 

資料：USDA 「Quarterly Hogs and Pigs」 

 注：各年 12 月１日現在 

 

 ２０１７年（２０１６年１２月～２０１７年１１月）

の子豚生産頭数は、良好な収益性により繁殖母豚が増

加したことに加え、一腹当たり産子数が１０.６頭（同

０.９％増）となったことから、１億３０２８万頭（同

３.４％増）となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真４ 肉豚の飼養風景 

② 豚肉の需給動向 

ア 生産動向 

 ２０１７年のと畜頭数（コマーシャルベース）は、

飼養頭数の増加に伴い、１億２１３１万７０００頭（前

年比２.６％増）となり、豚肉生産量は１１６０万 

５０００トン（同２.６％増）と過去最高を記録した（表

６）。 

 一方、２０１７年のと畜時平均生体重（連邦政府検

査ベース）は、１２８.４キログラム（前年比０.４％

増）、平均枝肉重量（連邦政府検査ベース）は、 

９５.８キログラム（同０.１％減）となった。 

　(単位：米ドル/100ポンド)

区分/年 2013 2014 2015 2016 2017

肥育もと牛 158.8 225.1 226.5 153.4 155.8

肥育牛 126.2 155.1 148.6 120.7 121.9

牛肉卸売価格
（ｶｯﾄｱｳﾄﾊﾞﾘｭｰ）

195.6 239.2 237.5 206.7 209.7

牛肉小売価格
（セント/ポンド）

528.9 597.0 628.9 596.4 590.9
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表６ 豚肉需給（枝肉換算）の推移 

 

 

資料：USDA/ERS「Livestock and Meat Trade Data」 

 注：１人当たり消費量は小売重量ベース。 

 

イ 輸出入動向 

 ２０１７年の豚肉の輸入量（枝肉重量ベース）は、

豚肉生産量の増加により、５０万６０００トン（前年

比２.２％増）となった。国別に見ると、最大の輸入先

であるカナダが３２万９０００トン（同８.０％減（総

輸入量に占める割合は６５.０％））とかなりの程度減

少したものの、ポーランドは７万５０００トン（同 

６５.０％増（同１４.９％））と大幅に増加した。 

同年の生体豚の輸入は主に子豚であり、そのほぼ 

１００％がカナダからである。同国からの輸入頭数は、

米国内の豚飼養頭数の増加により、５５９万７０００

頭（前年比１.１％減）となった（図１２）。 

図１２ カナダからの生体豚輸入頭数の推移 
  

 

 

資料：USDA/ERS「Livestock and Meat Trade Data」 

 

 輸出量（枝肉重量ベース）は、２０１３年にＰＥＤ

による減産で減少し、２０１４年には増加に転じたが、

２０１５年には、主要通貨に対して米ドル高で推移し

た為替相場などから再び減少した。２０１６年以降、

生産量の増加に伴い、再び増加に転じた。２０１７年

は、前年比７.５％増の２５５万５０００トンとなった。

国・地域別に見ると、メキシコ向けは、価格帯の安い

豚肉を中心に好調であったことから８２万トン（同 

１２.３％増）となった。他の主要国では、日本向けは

５５万７０００トン（同１.３％増）、カナダ向けは 

２４万１０００トン（同０.８％減）、韓国向けは２３

万８０００トン（同２９.１％増）、中国向けは１７万

３０００トン（同２３.４％減）となった（図１３）。 

 図１３ 豚肉の輸出相手国（2017年） 

 

資料：USDA「Livestock, Dairy and Poultry Situation and Outlook」 

 

ウ 消費動向 

 ２０１７年の１人当たり年間豚肉消費量（小売重量

ベース）は、２２.８キログラム（前年比０.２％増）

となった。２０１５年以降、牛肉価格が高値で推移し

たことによる代替需要などにより、消費が増加してい

る。 

 

③ 肥育豚・豚肉の価格動向 

ア 肥育豚価格 

 肥育豚価格は、２００９年には世界的な景気の後退

や新型インフルエンザなどによる内需・外需の減退か

ら、１００ポンド当たり４１.２米ドルに下落した。 

２０１１年は、輸出需要の高まりなどにより、同 

６６.１米ドルと過去最高値を記録し、その後も同６０

米ドル台の高値を維持した。２０１４年はＰＥＤの影

響などにより上昇したが、２０１５年以降、飼養頭数

の増加などにより下落に転じた。２０１７年は、前年

の落ち込みから回復し、前年比９.３％高の同５０.５

米ドルとなった（表７）。 

　(単位：千トン)

区分/年 2013 2014 2015 2016 2017

生産量 10,517 10,361 11,114 11,313 11,605

輸入量 399 459 506 495 506

輸出量 2,262 2,310 2,272 2,376 2,555

在庫量 280 253 267 230 251

消費量 8,665 8,544 9,340 9,476 9,541

１人当たり消費量

（年間、キログラム）
22.822.722.621.2 20.8

メキシコ

82万トン

32%

日本

55万7千トン

22%

カナダ

24万1千トン

9%

韓国

23万8千トン

7%

中国

17万3千トン

9%

豪州

9万4千トン

4%

その他

43万1千トン

17%

輸出量：255万5千トン
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表７ 肥育豚と豚肉の価格の推移 

  

 

資料：USDA「Livestock, Dairy and Poultry Situation and Outlook：Table」 

注１：肥育豚価格は、全米の平均価格。 

注２：カットアウトバリューとは、各部分肉の卸売価格を１頭分の枝肉に 

注２：再構成した卸売指標価格。枝肉そのものではない。 

 

イ 豚肉価格 

 ２０１７年の豚肉卸売価格（カットアウトバリュー）

は、米国の需要の増加などにより１００ポンド当たり

８４.０米ドル（前年比７.２％高）となった。 

 また、平均豚肉小売価格も１ポンド当たり３７８.４

セント（前年比１.０％高）と前年をわずかに上回った。 

 

（４）養鶏・鶏肉産業 

 米国の養鶏産業は、飼料穀物の一大生産国という利

点を生かし、生産から流通までの一貫したインテグレ

ーションの進展により、極めて効率的な生産が行われ

ている。また、国内では、消費者の健康志向からむね

肉を中心として消費を大きく伸ばすと同時に、不需要

部位のもも肉を中心に、鶏肉生産量の約２割を輸出し

ている。 
 

① ブロイラーのふ化羽数の動向 

 ２０１７年のブロイラーふ化羽数は、飼料穀物価格

が安値で推移したことなどから、前年比１.５％増の 

９６億１７３０万５０００羽となった。 
 

② 鶏肉の需給動向 

ア 生産動向 

 ２０１７年のブロイラー生産量（可食処理ベース）

は、飼料価格の下落に伴い増羽が進んだことなどから、

前年比２.４％増の１８６９万６０００トンとなった（表

８）。１羽当たり平均重量（生体ベース）は、骨なしむ

ね肉の需要増に伴うブロイラーの大型化を背景に近年

増加傾向にあり、２０１７年は２.８１キログラム（同

０.６％増）となった。 

表８ ブロイラー需給（可食処理ベース）の推移 
 

 

 

資料：USDA「Livestock, Dairy and Poultry Outlook：Table」 

 注：１人当たり消費量は小売重量ベース。 

 

イ 輸出動向 

 ２０１７年のブロイラーの輸出量（可食処理ベース）

は、前年比２.１％増の３０７万８０００トンとなった。

ただし、鳥インフルエンザ発生に伴う輸出先国の禁輸

措置などにより、回復傾向にはあるものの２０１４年

比では７.０％の減少となっている。 

主要国・地域別に見ると、メキシコ向けは前年比 

６.５％減、キューバ向けは同６.８％増、アンゴラ向

けは同５.７％増、台湾向けは同５.０％増、カナダ向

けは同８.１％減となった（図１４）。 

図 14 ブロイラーの輸出相手国（２０１７年） 
  

 

 

資料：USDA「Livestock, Dairy, and Poultry Situation and Outlook」 

 

ウ 消費動向 

 ２０１７年の１人当たり年間鶏肉消費量（小売重量

ベース）は、前年比１.５％増の４１.３キログラムと

なった。 

　(単位：米ドル/100ポンド)

区分/年 2013 2014 2015 2016 2017

肥育豚 64.1 76.0 50.2 46.2 50.5

豚肉卸売価格

（ｶｯﾄｱｳﾄﾊﾞﾘｭｰ）

豚肉小売価格

(セント/ポンド)

84.0

378.4

79.0

385.3

91.7

364.4

110.1

401.9

78.4

374.7

　(単位：千トン)

区分/年 2013 2014 2015 2016 2017

生産量 16,976 17,306 17,971 18,262 18,696

輸入量 55 53 59 59 57

輸出量 3,332 3,310 2,867 3,014 3,078

在庫量 303 309 378 353 388

消費量 13,691 14,044 15,094 15,332 15,639

１人当たり消費量

（年間、キログラム）
41.337.8 40.737.2 40.4

メキシコ

60万トン

19%

キューバ

20万8千トン

7%

アンゴラ

17万6千トン

6%

台湾

15万4千トン

5%カナダ

14万9千トン

5%

香港

13万トン

4%

グアテマラ

12万1千トン

4%

日本

2万3千トン

1%

その他

151万6千トン

49%

輸出量：307万8千トン
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③ ブロイラーの価格動向 

ア ブロイラーの生産者販売価格 

 ２０１７年のブロイラーの生産者販売価格は、米国

内外の需要の増加などにより、前年比１２.３％高の１

ポンド当たり５４.６セントとなった（表９）。 

 

イ 鶏肉価格 

（ア）卸売価格 

 ２０１７年のブロイラーの丸どり卸売価格（中抜き、

１２都市平均）は、前年比１１.０％高の１ポンド当た

り９３.６セントとなった。なお、国内向けが主体とな

っているむね肉が１ポンド当たり１２８.１セント（前

年比９.９％高）、輸出向けが主体のもも肉は同４６.９

セント（同１３.８％高）とどちらも上昇した。 

（イ）小売価格 

 ブロイラーの丸どり小売価格（中抜き）は、前年比

０.５％高の１ポンド当たり１４７.２セントとなった。 

表９ ブロイラー価格の推移 

  

 

資料：USDA「Livestock, Dairy, and Poultry Outlook：Table」  

 注：卸売価格、丸どり（中抜き）の価格。 

 

（５）飼料穀物 

 米国は、世界最大の飼料穀物の生産・輸出国である。

飼料穀物の主力であるトウモロコシは、世界の生産量

および貿易量の４割程度を占めていることから､世界の

需給動向に与える影響力は極めて大きい。 
 

① 穀物の生産動向 

 ２０１７/１８年度（９月～翌８月）のトウモロコシ

（サイレージ用を除く）の生産量は、単収は増加した

ものの収穫面積が減少したことにより、１４６億 

９００万ブッシェル（３億７１００万トン（注））（前年

度比３.６％減）と前年度をやや下回った（表１０）。

同年度の期末在庫は、前年度をかなりの程度下回る 

２１億４０００万ブッシェル（５４００万トン）とな

った。 

（注）１ブッシェルを２５.４キログラムとして換算。 

表１０ トウモロコシ需給の推移 

 

 

     資料：USDA「Feed Grain Database: Yearbook Tables」 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真５ トウモロコシの収穫風景 

② 穀物の輸出動向 

 ２０１７/１８年度のトウモロコシの輸出量は、２４

億３８００万ブッシェル（６２００万トン）（前年度比

６.３％増）とかなりの程度増加した。このうち、メキ

シコ向けは１５７２万トン（同１２.８％増）となり、 

３年連続で最大の輸出先となった。一方、２０１４/ 

１５年度まで最大の輸出先国であった日本向けは、  

１３２１万トン（同２.６％減）となり、２番目の輸出

先であった。 
 

③ 穀物の価格動向 

 ２０１７/１８年度のトウモロコシの生産者販売価格

は、１ブッシェル当たり３.３６米ドル（前年度並）と

なった（表１１）。 

表１１ トウモロコシ価格の推移  

 

 

資料：USDA「Feed Grain Database: Yearbook Tables」 

　(単位：セント/ポンド)

区分/年 2013 2014 2015 2016 2017

生産者販売価格

（生体）

卸売価格

（丸どり）

丸どり小売価格 149.6 153.3 148.8 146.4 147.2

54.6

93.6

48.6

84.3

52.9

90.5

60.4

99.7

63.8

104.9

　(単位：百万トン)

13/14 14/15 15/16 16/17 17/18

351 361 345 385 371

293 302 299 314 314

　うち飼料向け 127 134 130 139 135

49 47 48 58 62

31 44 44 58 54

区分/年度

　生産量

　国内消費量

　輸出量

　期末在庫量

　(単位：米ドル/ブッシェル)

区分/年度 13/14 14/15 15/16 16/17 17/18

生産者販売価格 4.46 3.70 3.61 3.36 3.36

年報畜産 ２０１９ 【海外：米国】 


